
室内窓

マドモ
開き戸タイプ

施工説明書
施工業者様用
P1～P7

取扱説明書
お施主様用
P1, P7

■施工の際は以下の工具をご用意ください。
 ● 電動ドリル（＋2番ビット）
 ● コンベックス等測定機器
 ● 水準器

●この製品の性能と安全性を確保するために、この施工説
明書をよくお読みいただき、手順通りに正しく施工して
ください。
●この説明書に出てくる　 注意 や　 施工上のご注意
は、施工上重要な内容が記載されていますので、注意深
く読み、よく理解してから作業してください。
●製品を廃棄する際は、法律および地方自治体の規則に
基づいて適切に処理してください。
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「施工業者様へのお願い」
●弊社では、お施主様が製品を安全に正しく
ご使用いただくためのお願い事項やお手入
れ方法などの重要な内容を記載した「取扱
い説明書」を添付しております。必ず、お施
主様に手渡しいただきますようお願いします。
（取扱説明書は  https://www.daiken.jp/qr/manual/
よりダウンロード可能です）
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1. 安全上のご注意（必ずお守りいただきたいこと）

室内窓マドモを長時間安全に使えるよう施工するために、またトラブルのない確実な施工をしていただくため
に、以下のことを必ずお守りください。

注意

樹脂板は薄めた中性洗剤液を柔らかい布に付け、
軽く拭いてください。

ガラスクリーナーやシンナー・ベンジンなどの有機
溶剤は使用しないでください。
表面の艶が変わったり変色する可能性があります。
製品にもたれたり、重いものを立て掛けないでくだ
さい。

扉に強い衝撃を与えないでください。衝撃で割れる可
能性があります。
扉の開閉の際に手や指を挟まないようにしてください。
特に小さなお子様には十分注意してください。
製品にテープを貼らないでください。塗装が剥がれた
り、シートが破れたりすることがあります。

設置場所についての注意

注意

使用上のご注意

キッチンのコンロ周りなど、火気の近く等の危険な
場所に設置しないでください。
熱によるシート変色、ふくれ等の原因となります。
室内窓マドモは室内用
です。他の用途へのご
使用はおやめください。
外壁や耐力壁には取り付
けることができません。
設置高さは床上から
800mm以上の高さに
設置してください。

注意

施工上のご注意

枠の水平・垂直を確認してから取付けてください。

製品に工具などをぶつけたり、運搬時にひきずらない
ようにご注意ください。傷をつけるおそれがあります。
製品の改造はしないでください。製品の強度が失
われるおそれがあります。
ユニットの壁への固定は指定本数の指定長さのビ
スで確実に行なってください。

警告表示の種類と内容

警告 誤った取扱いにより死亡や重傷などに結びつく可能性のある内容

注意 誤った取扱いにより傷害または家屋・家財などの損害に結びつく内容

してはいけない内容です 留意事項、操作方法、使用・お手
入れ方法等必ず実行していただく内容です お願い

本文中に使われている図・記号の意味は次のとおりです。

お願い

ホルムアルデヒド発散区分資料 施工業者様用

（住宅部品表示ガイドラインによる）

この度はDAIKEN 室内窓をお買い上げいただき、まことにありがとうございます。
本製品のホルムアルデヒド発散に関する性能担保は下の図表の様になっております。建築確認の際に本資料をご利用ください。

室内窓

◎製品に関する情報・お問い合わせ 最寄の弊社営業所（施工説明書に記載）に問い合わせいただくか、
弊社ホームページ（https://www.daiken.jp/）をご利用ください。

●製品の構成とホルムアルデヒド発散区分
規制対象外（Ｆ☆☆☆☆）

ビスの締めつけ不足、またはビスの締め過ぎによ
る空回りの状態に注意してください。
製品が外れて、けがや破損のおそれがあります。

化粧MDF
樹脂

化粧MDF
金属・樹脂 等

①扉：面材
②採光部
③枠
④ハンドル・ステー等

構成部位

規制対象外（F☆☆☆☆）
告示対象外
規制対象外部位
告示対象外

表面材料 発散区分 備　　　考

日本建材・住宅設備産業協会表示登録品：K-002058

規制対象外（F☆☆☆☆）同等品質材料を使用
－
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製品寸法図2.
開き戸タイプの設置高さは床上から800mm以上の高さに設置してください。

※【　】は900高の場合
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梱包部品の確認
組み立て前に部品数を確認してください。

扉セット

枠セット

把手
丁番セット
（イエリア用）

扉本体

枠本体

マグネットキャッチ本体
ステー
穴隠しキャップ
枠組付けビス
木口シール
施工・取扱い説明書
把手
丁番

①
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⑤
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⑨
⑩

2

1

2
2
1袋
8
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召し合せ付 1　
召し合せ無 1
※マグネットキャッチ受け座
　取付済
4方枠
（縦枠 2，上枠 1，下枠 1）
取付ビス 4本 ナベφ3.1×13
取付ビス 10本 サラφ3.5×25
8ヶ入／袋　φ13用
φ4.2×50
固定枠 : L/Rセット　2枚
必ずお施主様にお渡しください。
取付ビス 4本 サラφ3.1×22
右上、右下、左上、左下
扉側取付ビス :  16本（φ3.8×24）
枠側取付ビス :  16本（M5×16.5）
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本
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②枠本体
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番

⑩
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番

⑨
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③マグネットキャッチ
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3.
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採光部
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エンボス加工ポリスチレン板
MDF
オレフィンシート

仕　　　　様部　　　位

幅（mm）
高さ（mm）

H900
735
900

開き戸
H1200
735
1200

扉

枠・見切

4.

1. 安全上のご注意（必ずお守りいただきたいこと）

室内窓マドモを長時間安全に使えるよう施工するために、またトラブルのない確実な施工をしていただくため
に、以下のことを必ずお守りください。

注意

樹脂板は薄めた中性洗剤液を柔らかい布に付け、
軽く拭いてください。

ガラスクリーナーやシンナー・ベンジンなどの有機
溶剤は使用しないでください。
表面の艶が変わったり変色する可能性があります。
製品にもたれたり、重いものを立て掛けないでくだ
さい。

扉に強い衝撃を与えないでください。衝撃で割れる可
能性があります。
扉の開閉の際に手や指を挟まないようにしてください。
特に小さなお子様には十分注意してください。
製品にテープを貼らないでください。塗装が剥がれた
り、シートが破れたりすることがあります。

設置場所についての注意

注意

使用上のご注意

キッチンのコンロ周りなど、火気の近く等の危険な
場所に設置しないでください。
熱によるシート変色、ふくれ等の原因となります。
室内窓マドモは室内用
です。他の用途へのご
使用はおやめください。
外壁や耐力壁には取り付
けることができません。
設置高さは床上から
800mm以上の高さに
設置してください。

注意

施工上のご注意

枠の水平・垂直を確認してから取付けてください。

製品に工具などをぶつけたり、運搬時にひきずらない
ようにご注意ください。傷をつけるおそれがあります。
製品の改造はしないでください。製品の強度が失
われるおそれがあります。
ユニットの壁への固定は指定本数の指定長さのビ
スで確実に行なってください。

警告表示の種類と内容

警告 誤った取扱いにより死亡や重傷などに結びつく可能性のある内容

注意 誤った取扱いにより傷害または家屋・家財などの損害に結びつく内容

してはいけない内容です 留意事項、操作方法、使用・お手
入れ方法等必ず実行していただく内容です お願い

本文中に使われている図・記号の意味は次のとおりです。

お願い

ホルムアルデヒド発散区分資料 施工業者様用

（住宅部品表示ガイドラインによる）

この度はDAIKEN 室内窓をお買い上げいただき、まことにありがとうございます。
本製品のホルムアルデヒド発散に関する性能担保は下の図表の様になっております。建築確認の際に本資料をご利用ください。

室内窓

◎製品に関する情報・お問い合わせ 最寄の弊社営業所（施工説明書に記載）に問い合わせいただくか、
弊社ホームページ（https://www.daiken.jp/）をご利用ください。

●製品の構成とホルムアルデヒド発散区分
規制対象外（Ｆ☆☆☆☆）

ビスの締めつけ不足、またはビスの締め過ぎによ
る空回りの状態に注意してください。
製品が外れて、けがや破損のおそれがあります。

化粧MDF
樹脂

化粧MDF
金属・樹脂 等

①扉：面材
②採光部
③枠
④ハンドル・ステー等

構成部位

規制対象外（F☆☆☆☆）
告示対象外
規制対象外部位
告示対象外

表面材料 発散区分 備　　　考

日本建材・住宅設備産業協会表示登録品：K-002058

規制対象外（F☆☆☆☆）同等品質材料を使用
－

260105-IN-124RW-HR-STM



3

施工方法
1. 開口部の準備

開口部は、「製品寸法図」（2ペー
ジ）を参考にして、幅・高さ寸法
を充分に確保してください。
開口部の柱や壁の垂直、床・まぐ
さの水平を、下げ振りや水準器な
どでよく確認してください。

施工上のご注意
柱、床、まぐさの水平、垂直がでて
いないと右図の原因となります。

施工上のご注意
ビスは必ず躯体に届く長さのものを使ってください。
ビスの長さ＝ パッキン材の厚み＋45mm を目安にし
てください。

たおれ たいこ つづみ 傾き ねじれ

対角線を同じ
寸法にする本

体
高
さ
＋
6
m
m

設
置
高
さ

床
上
か
ら
8
0
0
m
m
以
上

90°

90°

90°

本体幅巾＋6mm

1.

2.

3. 開口部へのはめ込み

枠を開口部にはめこみ、スペーサーで水平・垂直を出して
ください。
枠を開口部にビス（現場手配）で取付け、穴隠しキャップ
をはめてください。

1.

2.

スペーサー

まぐさ

本体を柱間に納め、本体
と柱の隙間はスペーサー
を固定してください。

キャップ

ビス（現場調達）
L＝スペーサーの厚み

+45ｍｍ

6.

設置高さは床上から800mm以上の
高さに設置してください。吹抜窓として

使われる場合に、床上からの高さが低いと子
供様が窓から落下する恐れがあり危険です。

お願い

2. 枠の組立て

1.

マグネット面が吹抜側にくるようにして、上枠にマグ
ネットキャッチを取り付けてください。

2.

『室内』と表示されたシールの貼付けてある側を室内側に
して、同梱のビス（φ4.2×50）で組立ててください。

注意
　　　シールの貼り付けて

ある側を室内側にして
組み立ててください。

室内

φ4.2×50

室内側

吹抜側

室
内

室
内室内

室内

室内

施工上のご注意
縦枠と上枠にズレがないこ
とを確認してください。
※ずれた場合、ビスを少し緩
めてずれを修正し、ビスを
締め直してください。

OK

NG
ズレ

上 枠
縦 

枠

上 枠縦 

枠

上 枠

縦 

枠

納まり図
固定枠154

5.
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130
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上下枠納まり 縦枠の納まり

室内側

室内側吹抜側

吹抜側
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4. 扉の吊り込み

扉に扉側丁番を同梱のビス（φ
3.8×24）で、枠に枠側丁番を同
梱のネジ（M5×16.5）で取り付
けてください。

1. 扉本体を枠に吊り込んでくだ
さい。

2. 軸カバーを取り付け
てください。

3.

施工上のご注意
全てのネジを取り付けた後再度増し締めをしてください。
丁番の調整には必ず手動ドライバーをご使用ください。
電動工具を使用すると、ビス頭がつぶれ調整ができな
くなります。

左右調整及び前後調整の前に固定ネジを2本とも緩め、調
整が終わったら再び固定ネジを2本とも締めてください。
扉と枠の隙間が標準寸法になっているか確認し、大きく
違う場合は枠の建てつけ調整を再度行ってください。（納
まり図参照）

施工方法6. （続き）

※イエリア用の丁番であることをご確認ください。

上丁番
扉側の軸を枠側丁番
に合わせて差し込む

軸は確実に下までさ
げてください。
扉が脱落する恐れが
あります。

下丁番
枠側の軸を扉側丁番
に合わせて差し込む

警告

枠側 上

枠側 下

扉側 上

扉側 下

左右調整 上下調整 前後調整（調整可能範囲
　　戸先3mm 戸尻2mm）

（調整可能範囲　±3mm） （調整可能範囲　4mm）

この向きに回すと
扉が丁番と
反対側に動きます

この向きに回すと
扉が丁番側に動きます

左
右
調
整
ネ
ジ

この向きに
回すと扉が
上に上がります

この向きに回すと
扉が下に
下がります

※上下調整は下丁番のみです
　軸カバーをはずして調整してください

ネジを回して調整します。
半回転ごとに調整方向が変わります

前
後
調
整
ネ
ジ

手順

固定ネジ ゆるめる

調整ネジ

開閉して隙間等確認

で調整

固定ネジ しめる

●固定ネジ、左右調整ネジをゆるめすぎないよ
うにしてください。
　ネジが抜け落ちる恐れがあります。カバーが
たわんでいる場合はネジをゆるめすぎていま
すので、ご注意ください。
●固定ネジは確実に締めつけてください。締め
つけがゆるいと使用中に固定ネジがゆるみ丁
番が破損したり扉が脱落する恐れがあります。

警告

左右

固定ネジカバー

固定ネジ

前後

固
定
ビ
ス

下丁番軸カバー上丁番軸カバー

軸カバーを
はずして軸を
上げておく

軸の先端は8mm
程度残ります

※調整には必ず
　手動ドライバーを
　使用してください。

16.5

16.5

16.5

16.5
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『室内』と表示されたシールの貼付けてある側を室内側に
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注意
　　　シールの貼り付けて

ある側を室内側にして
組み立ててください。

室内

φ4.2×50

室内側

吹抜側

室
内

室
内室内

室内

室内

施工上のご注意
縦枠と上枠にズレがないこ
とを確認してください。
※ずれた場合、ビスを少し緩
めてずれを修正し、ビスを
締め直してください。
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DAIKENのホームページアドレス　https://www.daiken.jp/

ご相談窓口における
個人情報のお取扱い

DAIKEN株式会社およびDAIKENグループ各社は、当社「個人情報の取扱いに関する方針（プライバシーポリシー）」に則ってお客様に関する個人情報を利用させていただく場合がございます。
(DAIKEN株式会社プライバシーポリシーに関しましては、当社ホームページに掲載しております。)　なお、電話での相談に対し、折り返し電話をさせていただくときのためにナンバーディスプレイ
を採用しています。 またご相談内容を正確に把握し、適切に対応するために、通話内容を録音させていただくことがあります。

製品に関するお取扱い、補修、工事などのご相談は、組立て・設置業者、工務店へ。お問い合わせ窓口について

https://www.daiken.jp/qr/service/
※購入に際しては登録が必要です。

製品に関するお問い合わせ
メールで
写真も
送ることが
できます。

https://www.daiken.jp/qr/form01/

5. ステー・把手の取り付け

扉に把手を扉に取り付けてください。

扉と枠をステーで連結させてください。

※取付位置にはリード穴があいています。
　同梱のビスで取付けてください。
ステーのロックがかからない場合は丁番
の前後調整をおこなってください。

6. 木口シールの貼り付け
吹抜側の下縦木口に木口テープを貼付けてください。

1.
2.

お願い

把手の取り付け ステーの取り付け

木口シールの貼り付け

商品の保証について
商品保証とは、保証期間、保証内容の範囲において故障が発生した
場合に、無料で修理をお約束するものです。詳しくは、下記内容を
ご参照ください。
■対象商品
　室 内 窓
■保証期間
製品施工完了後2年とさせていただきます。弊社製品の施工完了
後に生じた、弊社の責任に起因する製品の不具合を、無料で修理
する期間としています。保証期間経過後の修理については有料と
なります。
■製品の不具合原因が次のような場合には、保証期間内であって
も保証対象外になります。
①建物の設計・施工に起因する不具合
②施工説明書に記載された方法以外の施工内容に起因する不具合
③自然現象・周辺環境等（※１）の不可抗力に起因する結露、腐
食、反り、割れ又はその他の不具合
④室内であっても部屋内外の温湿度差が著しく違う部位に取り付
けられたことによる隙間・反り・キシミ音などの不具合。

⑤極端に乾湿を繰り返したり、著しく高温・多湿となる部位に取り付けら
れたことに起因する不具合
⑥建物自体の変形、入居後における増改築や改修等に起因する不具合
⑦入居者又は第三者の不適切な使用又は維持管理等に起因する不具合
⑧取扱説明書記載事項から逸脱した使用に伴う、消耗、磨耗、破損、変形
などによる不具合
⑨経時変化による通常一般的な当該保証対象品の変褪色、汚れ、さび、かび、
劣化磨耗などの不具合
⑩用途外に使用された場合の故障および損害
　（例えば、一般家庭用を業務用に、屋内用を屋外に使用された場合等）
⑪犬・猫・鳥・鼠などの小動物の害に起因する不具合やキクイムシなどの
虫害に起因する不具合
⑫仕上げ面のキズなどの不具合で引渡し時に申し入れがなかった場合
⑬保証期間経過後の申し出、または不具合発生後速やかに申し出がなかっ
た場合
⑭製造時に実用化されていた技術では予測することが不可能な事象に起因
する場合
⑮離島などの遠隔地へ出張を要する修理を行う場合、出張に要する実費
⑯その他当該不具合の発生が弊社の責によらない場合
※１：火災・地震・水害・落雷などの天災地変や、公害・塩害・ガス害や

異常な高温・低温・多湿・過乾燥などの周辺環境

ユーザー登録サービス /////////////////

製品を末永く安全にご使用していただくために、
ユーザー登録をお願いいたします。 
ご登録いただいたお客様情報は、製品安全に関する
大切なお知らせや暮らしに役立つ情報をDAIKENか
らご連絡する際に、利用させていただきます。

ユーザー登録は無料です！！ 

登録はこちらから 

https://www.daiken.jp/qr/user/
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